
　
①
ハ
ス
の
開
花
時
期
に
は
多
く
の
来
園
者
が
訪
れ
、写

真
を
撮
影
し
た
り
散
策
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
が
、

年
々
ハ
ス
が
弱
っ
て
き
て
い
る
た
め
、平
成
28
年
度
か
ら
再

生
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
②
ハ
ス
池
の
中
に
あ
る
休
憩
所
は
、多
く
方
が
利
用
し
、写
真
に
も

写
る
場
所
で
あ
る
が
、屋
根
の
老
朽
化
が
進
み
、コ
ケ
や
錆
が
発
生
し
て

い
て
景
観
を
損
ね
て
い
る
。

　
市
民
の
集
い
の
場
で
あ
る「
つ
が
の
里
」を
、観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
と
し
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
世
代
が
楽
し
み
、集
え

る
魅
力
あ
る
公
園
と
す
る
た
め
、地
域
予
算
提
案
制
度
を
活
用
し「
つ
が

の
里
活
性
化
事
業
」と
称
し
、平
成
28
年
度
か
ら
、ハ
ス
池
の
再
生
工
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、ハ
ス
池
の
中
に
あ
り
ま
す
休
憩
所
の
屋
根

の
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。６
月
30
日
、７
月
１
日
の
ハ
ス
ま
つ
り
に
は
、多

く
の
来
園
者
が
休
憩
所
を
利
用
し
、ハ
ス
を
鑑
賞
し
た
り
、写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。今
年
の
ハ
ス
は
、１
ｍ
以
上
の
茎
が
伸
び
見
事
な
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
栃
木
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
に
来
園
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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提
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  【
休
憩
所
塗
装
工
事
】 

つ
が
の
里
活
性
化
事
業

市の鳥｢カモ｣
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   【
横
断
旗
の
購
入
】 
交
通
安
全
啓
発
事
業

   【
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
の
購
入
】 

地
域
活
動
支
援
事
業

　
子
ど
も
が
道
路
を
横
断
す
る
際
に
使
用

す
る
横
断
旗
が
老
朽
化
や
紛
失
に
よ
り
使

え
な
い
箇
所
が
多
数
あ
る
た
め
、
横
断
歩

道
を
渡
る
際
に
旗
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ず
危
険
で
あ
る
。

　
横
断
旗
は
、
五
百
本
作
製
し
、
通

学
路
を
優
先
に
78
か
所
に
設
置
し
ま

し
た
。

　
登
下
校
時
は
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
付
き
添
い
が
あ
り
ま
す

が
、
帰
宅
後
、
休
日
等
、
子
ど
も
だ

け
で
行
動
す
る
時
に
横
断
歩
道
を
渡

る
際
の
安
全
の
た
め
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
横
断
旗
の
設
置
を
機
に
地

域
で
の
交
通
ル
ー
ル
等
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
繋
げ
ま

す
。

　
８
月
11
日
に
実
施
さ
れ
た
「
T
S
U
G
A
盆
」

で
初
お
披
露
目
と
な
り
、
10
月
7
日
の
「
都
賀
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
11
月
18
日
の
「
ま
る
ま
る
ま
る
ご
と
つ
が

ま
つ
り
」
と
使
用
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
地
域
活
動

の
利
便
性
と
安
全
性
が
向
上
し
地
域
イ
ベ
ン
ト
の

更
な
る
充
実
に
繋
げ
ま
す
。

　
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
て

い
る
机
は
古
く
さ
さ
く
れ
が
酷
く

ケ
ガ
の
危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
、

重
い
た
め
運
搬
、
設
置
に
苦
慮
し

て
い
る
。
椅
子
も
古
い
も
の
が
多

く
座
面
が
破
け
て
お
り
、
雨
な
ど

で
濡
れ
る
と
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

地
域
課
題

地
域
課
題
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10
月
９
日
、
市
長
室
で
各
地
域
会

議
か
ら
市
長
へ
平
成
31
年
度
実
施
分

地
域
予
算
事
業
計
画
書
を
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　
都
賀
地
域
会
議
が
提
案
し
た
事
業

は
、
継
続
事
業
が
２
つ
、
新
規
事
業

が
２
つ
の
計
４
つ
で
す
。
事
業
概
要

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

地 域 予 算 事 業 計 画 書 を 提 出
平成３１年度実施分

〇公園内の環境を充実させ、市内
外からの誘客を図り更なる賑わい
を創出する。
・ハスの古根除去や株分け、土壌
改良などを実施し、ハスの再生図
る。
〇備品を整備することで利便性を
高め、地域活性化につなげる。
・野外イベントでも使用出来る音
響機器を購入し、住民が各種イベ
ント等地域活動に活用する。

〇あいあいプラザの遊具を新しく買
い替えることで、子ども達のすこ
やかな成長を促す。
・ボールプール一式を購入し、安全
で安心な楽しい遊び場とする。

〇高齢者の心身リフレッシュと生き
がいづくり。
・ハートホールで高齢者を対象に、
聴くだけでなく、出演者と一緒に
歌って参加できるイベントを開催
する。

つがの里
活性化事業
＜継　続＞

地域活動支援事業
＜継　続＞

福祉施設遊具
購入事業
＜新　規＞

高齢者
リフレッシュ事業
＜新　規＞

建設部
公園緑地課
公園緑地整備係

産業振興部
都賀産業振興課
商工観光係

保健福祉部
福祉総務課
地域福祉係

保健福祉部
地域包括ケア推進課

事 業 名 担 当 課 概算事業費（千円）

1,272

913

295

300

〇目 的  ・事 業 概 要

市の木｢トチノキ｣ 大川市長(左)に事業計画書を提出する大塚都賀地域会議会長
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総合支所と公民館の建て替えについて（第１回）
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９
月
29
日
、
宇
都
宮
大
学
か
ら
講

師
の
先
生
を
招
き
、
国
府
公
民
館
に

お
い
て
「
地
域
自
治
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
全
地
域
の
地
域
会
議
委
員
で

共
有
で
き
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
人
と

人
、
地
域
と
地
域
が
繋
が
る
交
流
会

に
な
り
ま
し
た
。

・
テ
ー
マ

「
人
と
人・地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」

・
講
師 

宇
都
宮
大
学
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部 

准
教
授 

若
園
優
志
郎
氏

　市では、公共施設の再編※の具体的な取り組みの一つとして、総合支所や公民館等の複数の公共施設を一つ
の建物（複合施設）に集約・整備する「総合支所複合化整備事業」を進めています。
　その中で、都賀地域は総合支所が最も古く、公民館等の老朽化も進んでいることから、他の地域に先駆け
て、複合施設の建設に向けた基本計画を策定することとなりました。
　基本計画の策定にあたって、地域住民と市の認識の共有化、地域の実情の反映のため、都賀地域会議に「総
合支所複合化検討部会」を設置しました。

　【都賀地域会議総合支所複合化検討部会の役割】
　①複合施設の立地エリアの検討（都賀地域のどの辺りに建設することが便利か）
　②複合施設の機能の検討（どんなことができる施設とすることが便利か）

　今後、整備に関するスケジュール、施設の建設場所や機能の方針が決定次第、この紙面でお知らせしていきます。

※「公共施設の再編」とは
市内には、合併により、多くの公共施設があり、これらの更新や維持に多額の費用が必要となり、子どもや孫の世代
にとって大きな負担になることも想定されることから、市では、平成２９年３月に「公共施設適正配置計画」を定め、施
設の数や面積を減らすため、再編・統合に取り組んでいます。


